
 
 
 事業の背景                                  
 
◆リーマンショック後に急増した若者ホームレスの問題は、ニートやひきこもり、障 

害などの複合的な要素と地続きであり、複数の困難をもち、制度の狭間で支援が受
けにくい人達がホームレスに陥りやすくなっている現状があります。 

 
◆さまざまな社会的不利・困難を抱えた若者が、ホームレス状態になる前に予防し、 

再び社会の担い手に戻れるための仕組みづくりが必要である。そのために、各分野
で若者支援にかかわる団体がお互いのプログラムをオープンにして智恵と経験を
共有し、団体間のネットワークの質・量を豊富化していきます。 
 

 事業の概要                                  
 
◆社会的困難を抱えた若者の支援団体向けに、若者応援プログラム集を作成しました。

学習支援、自立準備住まいなどについての各種相談、就労支援やシェルターといっ
た様々な分野のプログラムを紹介し、117 の団体の連絡先を掲載しました。対象
者をすぐに各団体に繋ぐことができるように、プログラムの対象年齢や開催スケジ
ュール、申し込み方法などが具体的に掲載されています。 

 
◆若者を支援する団体に呼びかけ研究集会を行い、ネットワークを活かした当事者支

援の支援例の検討を行いました。ネットワークを活用することで、当事者の選択が
増えるだけでなく、支援者の支援の質の向上や抱え込まずに問題を共有して対応し
ていけるようになり、各支援団体がより充実した支援を行うことができるようにな
りました。 

 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

キーワード 生活困窮者 貧困・格差 自立相談支援 活 動 地 域 全国・広域 

事 業 名 社会的困難を持つ若者応援ネットワーク展開事業 

事 業 年 度 平成 25 年度 助 成 金 額 6,786 千円 

団 体 名 特定非営利活動法人ビッグイシュー基金 

所 在 地 
〒530-0003 大阪市北区堂島 2丁目 3－2 堂北ビル 4階 

ＴＥＬ：06-6345-1517 

団 体 Ｈ Ｐ http://www.bigissue.or.jp/ 

 

 
☞ 若者の応援プログラムを持つ団体がそれぞれの専門領域をこえてつながることで、各支 

援団体の強みを生かした効率的な支援が可能になります。全国にこうした取り組みが広が
り、プログラム集の掲載情報も定期的にアップデートされていくことが期待されます。 

 
 

ここに注目！ 
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